
 議案第１号 

令和４(２０２２)年度 事業報告  

                                 特定非営利活動法人北海道児童福祉施設サービス評価機関 

 

１．第三者評価事業実施のための体制整備 

（１）評価調査者養成研修を 4 名が受講した。（認定は 2023 年 4 月 4 日）         

 （２）評価調査者に対し、社会的養護を巡る動向や新評価基準に関する内部研修を実

施した（8 月 20 日）。参加者 10 名。 

  

２．第三者評価事業の実施 

（１）社会的養護関係施設 7 施設に対し第三者評価事業を実施した。 

・ 児童養護施設５施設（北光学園、美深育成園、旭川育児院、函館国の子寮、岩内厚生園） 

・ 児童自立支援施設１施設（北海道家庭学校） 

・ 児童心理治療施設 1 施設（バウムハウス） 

（２）2021 年度実施 2 施設（光が丘学園・釧路まりも学園）及び 2022 年度実施 2 施設（北海道家庭 

学校・北光学園）に対し、訪問またはオンライン会議システムを使用して評価結果の 

説明・報告等を行った。 

 

３．サービス評価に対するフォローアップ 

  １施設（釧路まりも学園）で評価結果の説明に併せ、職員研修として説明会を実施した。  

 

４．研修事業への参加 

（１）全社協主催 社会的養護関係施設第三者評価事業「評価調査者」 

養成研修会（2023 年 2～3 月に動画配信、2 月 28 日にオンラインによるライブ 

配信）4 名受講 

（２）北海道 NPO サポートセンター主催 会計実務オンラインセミナー（5 月 19 日、 

7 月 12 日） 各回とも 1 名受講 

 

５．関係機関との連携、情報の収集 

関係機関との連携及び情報収集については、適宜行った。 

 

６．総会の開催 

通常総会（2022 年 6 月 12 日） 

 

７．理事会の開催 

（１）第 1 回理事会（2022 年 6 月 12 日） 

   審議事項：理事長選出、第三者評価事業の実施方法、今後の事務局体制 

（２）第２回理事会（2022 年 9 月 19 日） 

   審議事項：今後の事務局体制 

（３）第 3 回理事会（2023 年 3 月 20 日） 

   審議事項：今後の事務局体制 



事務局長の伊東でございます。よろしくお願いいたします。では、 

議案第１号 

令和４(２０２２)年度 事業報告  

について報告させていただきます。                                  

特定非営利活動法人北海道児童福祉施設サービス評価機関 

 

１．第三者評価事業実施のための体制整備 

（１）評価調査者養成研修を 4 名が受講した。（認定は 2023 年 4 月 4 日） 

   2022 年度は、吉野さん、越石さん、平野さん、梶原さんの４名が、全社協の養成研修

を受講・認定され、評価調査者は１３名となりましたが、 

5/15 付けで井上さんから退会届の提出があり、また本日、宮地さんと稲垣さんから退

会の申し出がありましたので、今後、評価調査者は１０名となります。 

 （２）評価調査者に対し、社会的養護を巡る動向や新評価基準に関する内部研修を実

施した（8 月 20 日）。参加者 10 名。 

    2021 年度は、新型コロナウイルス感染拡大により外出自粛が求められ、内部研修は実

施しませんでしたが、2022 年度は、社会的養護関係施設の第三者評価基準の改訂を踏ま

えた内部研修を実施し、会場参集(7)・オンライン参加(3)併せて 10 名が参加しました。 

  

２．第三者評価事業の実施 

（１）社会的養護関係施設 7 施設に対し第三者評価事業を実施した。 

・ 児童養護施設５施設（北光学園、美深育成園、旭川育児院、函館国の子寮、岩内厚生園） 

・ 児童自立支援施設１施設（北海道家庭学校） 

・ 児童心理治療施設 1 施設（バウムハウス） 

資料（道内の社会的養護関係施設における第三者評価の実施状況）にありますように、道内には 39

の社会的養護施設がありますが、当機関では、児童養護施設 14，児童自立支援施設 3、

児童心理治療施設 2、計 19 施設の評価を行っています。 

北光学園と北海道家庭学校は、2021 年度に「第 3 期」として実施予定でしたが、新型

コロナウイルス感染により延期し、家庭学校は 2022 年 4 月に再契約し「第 3 期」として、

北光学園は「第 4 期」として実施しました。 

また、当初計画では今年 1 月までの間に全施設の訪問調査を実施する予定でしたが、

旭川育児院・岩内厚生園・バウムハウス・函館国の子寮の 4 施設からコロナ感染による

延期要請を受け、それぞれの終息を待ち、3 月に終了しました。 

なお、事前協議は全施設とも（2021 年度に契約した）Zoom を利用して開催しました。 

合議はチームメンバーや理事長の意向に基づき、全施設とも対面で開催しました。 

 

（２）2021 年度実施 2 施設（光が丘学園・釧路まりも学園）及び 2022 年度実施 2 施設（北海道家庭 

学校・北光学園）に対し、訪問またはオンライン会議システムを使用して評価結果の 

説明・報告等を行った。 

評価結果の説明・報告・協議は、2021 年度実施施設は訪問で、2022 年度実施７施設の

うち、家庭学校と北光学園は Zoom を使用して実施し、残る５施設は、今年４月～５月に

実施しました。 



３．サービス評価に対するフォローアップ 

  １施設（釧路まりも学園）で評価結果の説明に併せ、職員研修として説明会を実施した。  

2021年度第三者評価を実施した釧路まりも学園の希望で、6/20訪問し、実施しました。 

 

４．研修事業への参加 

（１）全社協主催 社会的養護関係施設第三者評価事業「評価調査者」 

養成研修会（2023 年 2～3 月に動画配信、2 月 28 日にオンラインによるライブ 

配信）4 名受講（吉野、越石、平野、梶原） 

（２）北海道 NPO サポートセンター主催 会計実務オンラインセミナー（5 月 19 日、 

7 月 12 日） 各回とも 1 名受講（伊東） 

 

５．関係機関との連携、情報の収集 

関係機関との連携及び情報収集については、適宜行った。 

 

６．総会の開催 

通常総会（2022 年 6 月 12 日）（豊水会館において対面開催） 

議案は全て承認（事業等報告、事業計画案等、全役員の再任、管理規程の改訂） 

 

７．理事会の開催 

（１）第 1 回理事会（2022 年 6 月 12 日） 

   審議事項：理事長選出、第三者評価事業の実施方法、今後の事務局体制 

鈴木理事長の再任、評価調査者の世代交代に伴う対応策、次期事務局長の人選 

（２）第２回理事会（2022 年 9 月 19 日） 

   審議事項：今後の事務局体制 

次期事務局長の人選、法人の活動継続方法の検討 

（３）第 3 回理事会（2023 年 3 月 20 日） 

   審議事項：今後の事務局体制 

次期事務局長候補者と今後の事務局体制案 


